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2025 年に従業員が投稿した会社への不満投稿は過去 3 年で最多 

4 月と 6 月に不満が頻出 風通しの悪さ・賃金が不満の上位に 

～ネット上に投稿された 25,109 件の職場への不満を分析～ 
 

AI与信管理サービスを提供するアラームボックス株式会社（本社：東京都新宿区、代表取

締役：武田浩和、以下「当社」）は、2023年 1月 1日から 2025年 12月 31日の期間に収

集された、累計 7,187 社・25,109件のネット上に投稿された会社への悪評から、不満が高

まる時期や内容を分析したので発表します。 

 

◆調査背景 

近年、企業を取り巻く経営環境は、人手不足の常態化や働き方の多様化、賃金・評価制度

の見直しなどを背景に、常に変化しています。こうした環境下では、社員一人ひとりの感

じ方や職場への評価が、インターネット上の投稿を通じて表に出やすくなります。そのた

め、インターネット上の投稿を企業の内情を示す定性的な情報として活用する人が増えて

います。 

 

特に、社員による会社への不満投稿は、労働環境や組織運営に対する違和感が顕在化した

結果として現れるものであり、内容によっては、人材の流出や生産性の低下など、将来的

な業績や経営の安定性に影響を及ぼすリスクの兆候を含む場合もあります。このような定

性情報を早期に把握することは、与信管理の観点からも重要性が高まっています。 

 

これらを背景として、与信管理領域における知見と、インターネット上の情報を収集・分

析する技術を有する当社は、AI与信管理サービス「アラームボックス」の提供を通じて蓄

積してきた、ネット上に投稿された会社への不満投稿をもとに分析を行いました。本調査

を通じて、公開情報の中に含まれる企業に関するさまざまな兆候を整理・分析すること

で、企業が定性情報からリスクを正しく捉えるための考え方を共有しリスク管理の重要性

を啓発することを目的として本調査を発表します。 

 

◆主な調査結果（サマリー） 

・ 2025年は「投稿量」が過去 3年で最大水準に 

社員からの不満投稿の件数および 1社あたりの投稿量はいずれも、2023年・2024 年を上

回りました。 
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・6月は“社員の不満”が最も高まる時期 

3年平均の月別推移では、5月から 6月にかけて投稿件数と 1社あたりの投稿量が高まる

傾向が見られ、10月から 11月にかけても増加局面が確認されます。年度切り替えの 4月

は年による差があり、2025年は上振れした一方、2024 年は相対的に落ち着きました。 

・ 生成 AI分析：不満は「風通し・賃金」に集中 

生成 AIによる投稿内容の分析では、企業の情報共有や意思疎通の無さ、給与・評価への

不満、古い企業体質といった、企業運営や働き方に直結するテーマが多く確認されまし

た。 

 

◆調査結果詳細 

➀月別推移から見た社員からの悪評の発生傾向（件数ベース） 

2023年から 2025 年までの月別推移を比較すると、投稿件数は月ごとに増減が見られま

す。3年平均では、6月が最も高い水準となり、次いで 10月、11月が相対的に多い傾向で

す。一方、2月および 12月は 3年平均でも件数が少なく、年間を通じて投稿量に差が生じ

やすい時期が存在することが確認されました。 

また、2025 年は年間を通じて件数水準が高く、6月（1,189件）、7月（1,082件）、10

月（1,061件）など、複数の月で過去 3年間の中で最も多い件数を記録しています。これ

により、2025年は社員投稿が相対的に多く観測された年であったことがうかがえます。 

【図 1】 社員の不満投稿 月別発生件数 

 

アラームボックス（株）調べ 

 

➁1社あたりの件数から見た「投稿量」の変化 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
合計
件数

2025年 709 529 571 881 535 1189 1082 905 763 1061 757 597 9,579

2024年 697 721 786 761 743 786 731 726 638 750 772 630 8,741

2023年 563 558 545 397 619 621 460 468 517 524 877 640 6,789

平均 656 603 634 680 632 865 758 700 639 778 802 622 8,370
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次に、件数を不満投稿が確認された企業数で割った「1社あたりの不満投稿件数」を 3年

平均で比較すると（図 2）、件数の多い月と概ね同様に、6月を中心に 1社あたりの投稿

量が高まる傾向が見られます。 

なお、2025 年の推移を見ると、4月時点においても 1社あたりの不満投稿件数が過去 2年

と比べて高い水準にありました。年度初期は比較的投稿量が落ち着く傾向も見られます

が、特に 2025年は、年内の月別比較においても 4月の 1社あたり件数が相対的に高く、

新年度開始直後の段階から投稿密度が高い状態で推移していました。 

さらに、2025年の 1社あたり件数は年平均で約 1.84件と、2024年（約 1.70件）、2023

年（約 1.55 件）を上回っており、過去 3年間の中で最も高い水準となりました。このこ

とから、2025年は投稿が確認された企業群において、社員から複数の不満が表出しやすい

状態であった可能性が示唆されます。 

【図 2】不満投稿発生企業における 1社あたりの平均件数 

 

アラームボックス（株）調べ 

 

◆考察 

➀投稿が増加しやすい時期に関する傾向 

調査結果から、従業員による不満投稿は年間を通じて一定ではなく、4月、6月、10月を

中心に増加しやすい時期があることが確認されました。 

4月は新年度の開始に伴い、配置転換や業務内容の変化、評価制度の切り替えなどが重な

りやすい時期です。環境の変化によるストレスや職場環境に対する違和感が表出しやすく

なると考えられます。 
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6月は新年度開始から一定期間が経過し、業務の実態が見えてくるタイミングです。祝日

が少なく業務負荷が高まりやすいこともあり、情報共有や意思疎通に対する不満が意識さ

れやすくなる可能性があります。 

10月は下期の開始や人事評価の節目にあたる企業も多く、評価結果や処遇に対する受け止

めが不満として表れやすい時期と考えられます。 

 

➁生成 AIによる不満内容の分析結果 

2025年に投稿された従業員の不満投稿について、生成 AIを用いて内容をカテゴリ別に分

類しました。その結果、「社内の情報共有や意思疎通が不十分である」といった組織内コ

ミュニケーションへの不満をはじめ、給与・賞与など賃金への不満、現状に合っていない

ルールや制度などが、主要な不満内容として確認されました。 

特に、制度の有無そのものよりも、説明不足や評価基準のわかりにくさなど、納得感を持

ちにくい点が不満に繋がっている可能性がうかがえました。 

また、多くの投稿では、ひとつの不満だけでなく、複数の不満が同時に書かれており、不

満の内容を分類したタグの総数は 21,377件でした。不満がいくつも重なるとネット上へ

の投稿に繋がると考えられます。 

【図 3】従業員の不満内容に関する AI分類結果（主要カテゴリ） 

 

アラームボックス（株）調べ 
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③2025 年に見られた特徴的な変化 

2025年は、不満社員投稿の件数および 1社あたりの投稿量が、過去 3年間の中で最も高い

水準となりました。特に 4月は 1社あたりの件数が多く、年度の初めから不満投稿が多く

なりました。背景の一因として、近年続いていた賃上げの動きが一巡し、賃金面での改善

期待が落ち着いたことにより、これまで顕在化しにくかった働き方や職場環境に対する不

満が噴出した可能性が考えられます。また、賃金以外の要素に目が向きやすくなった結

果、日常的な業務負荷や評価の納得感、組織の運営姿勢といった論点が、投稿として表出

しやすい状況にあったことが示唆されます。 

 

本調査は、当社モニタリングにおいて社員投稿が確認された企業群を対象に、投稿件数お

よび生成 AI による内容分析結果を基に整理したものです。 

企業を取り巻く状況や社員の感じ方は個社ごとに異なるため、取引先や関連企業の変化の

兆しを継続的に把握することが、自社へのリスク波及を未然に防ぐうえで重要です。 

 

◆調査概要 

調査期間：2023年 1月 1日〜2025年 12月 31日 

対象企業：アラームボックスでモニタリングしていた企業のうち、累計 7,187社 

対象データ：インターネット上に投稿された口コミのうち、アラームボックスが「従業員

による不満投稿」と分類したもの 

 

◆アラームボックス株式会社 

AI与信管理クラウドサービス「アラームボックス」( https://alarmbox.jp )は、企業や

自治体の HP に掲載された情報や、SNSや口コミなどインターネット上で投稿された情報を

AI技術で収集・解析し、提供するクラウドサービスです。新規取引時の与信判断、既存取

引先の継続的な与信管理、さらに売掛保証までを一括して行うことができます。収集・判

断の難しいネット上の情報を、与信への影響度を診断したうえで提供するため、インター

ネット上の情報を活用した高精度な与信管理を、簡単に、低価格で導入できます。それに

より、取引先の情報収集に関わる業務負荷を大幅に削減し、スマートフォンや PCから取

引先を登録しておくだけで、迅速にリスクに対応できます。 

https://alarmbox.jp/
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【本件に関するお問合せ先】 

アラームボックス株式会社 PR 担当 稲田 

TEL : 050-3749-5843 MAIL : pr@alarmbox.co.jp 

 

 

 

◆会社概要 

代表者：代表取締役社長 武田 浩和 

所在地：東京都新宿区市谷本村町３－２２ 

設立 ：2016年 6月 

資本金：340,200 千円 

事業内容：与信調査サービス、売掛保証サービス、事業用物件専門の家賃保証 

企業サイト： https://alarmbox.co.jp 

サービスサイト： https://alarmbox.jp 

 

 

 

 

 

mailto:pr@alarmbox.co.jp
https://alarmbox.co.jp/
https://alarmbox.jp/

